
★支援目標

・

・

・

・

　・基本的生活習慣の確立を目指す。

　・指導員や友達と一緒に遊びながらつながりを広げ、集団としての行動ができるように支援する。 　・生活や学習の基盤の育成につながるよう生活や遊びを通して、創造的な思考や生活態度を身につける。

　・判断力、認識力の高まりと自主性、自立の形成を目指す。 　・思考力、認識力を高め、自然や社会事象へ興味関心を持たせる。

  ・SSTを通して、生きる力や自立する力を育む。 　・SSTを通して、生きる力や自立する力を育み、実践力を身につける。

　活動の中で自分でしようとする気持ちが芽生えるように支援する。

　身の周りを清潔にし、自分の体温等を意識して衣食住に関わる活動を自分でしようとする意欲を持たせる。 　生活の中で様々な遊びを通して学習できるように環境を整える。

　病気の予防や安全への配慮ができる。 　室内外の安全に配慮をして活動する。

　主に運動を通して周囲や他者を意識して、状況に合わせた行動ができるように支援する。

　様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさを味わう。

　視覚や空間を活用したビジョントレーニングを通して、認知や行動に繋げられるように支援する。 　目標に対して達成感を感じる場面設定を的確に行い、支援する。

　情報処理を的確にし、自己決定できる力を養うように支援する。 　相手の話を聞いて、行動に繋げるように支援する。

　SSTを通して、こんなときどうするか考え行動できるように支援する。

　友だちに分かるように、自分の気持ちを言葉で伝えられるように支援する。

　ＳＳＴなど様々な機会で言葉を意識し、自分の思いを伝えるとともに相手の気持も受け止めることができるように支援する。

　指導員を仲立ちとして、生活や遊びの中で言葉のやり取りを楽しむ機会を持たせる。

　生活や遊びの中で順番を守ろうとする態度を養う。 　遊びや行事を通して、力を合わせる大切さを知り、他者を思いやる気持ちをもつ態度を養う。

　簡単なルールのある遊びをする中で、ルールを守りながら楽しく活動するように支援する。 　友だちとの関わりの中で、良いこと、悪いことが分かり、相手の気持ちを考えられるように支援する。

　SSTを通して、よりよい人との関わり方を身に付け、進んで人と関われるように支援する。

　★相談支援　（こども相談支援ルームゆうゆう）　　　 ★SST ★ビジョントレーニング　　★調理活動　　★陶芸　★茶道

★ボルダリング発表会　　★アスレチック体験　★郊外学習

　★ホームページの内容の充実 ★七宝焼　★手芸　★造形　★木工　★避難訓練（安全対策）

　★学年末、卒業時等の進路相談の支援　　 ★外部研修への計画的参加　★事業所内研修

　★日々の学校連携（生活ノートの確認） ★ミーテングの確保（ミーテングノートで全職員共有）

　★不登校の支援（本人・保護者に寄り添う）

　★清掃ボランテイアに取り組むことにより、地域の公共の場所を大切にするための役割を果たす。

　★郊外活動を通して、地域の人と関わる場を設定。

　★基幹センターと連携し、地域の事業所との連携を図る。

　★避難訓練(火災・地震・水害・不審者対応）

　★交通安全　　★消防点検

　★救命講習会　　　★１１９通報訓練 ★安全点検及び自主点検(週１回）を確実に実施する。

支援理念

支援方針 自ら考え行動し、人々の役に立ちたいという願いをもって、　と
もに成長する.

『自ら伸びる』

　いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ。

・

家　族　支　援

安全対策事故防止

　★面談（保護者・本人に傾聴・共感・支援）

支援を受けることで、生活に関する様々な適応技能を高め、自立、自己実現が図れる子ど
もに育てる支援。

人の話をよく聞き、自分で考え、何事も本気でする子どもに育てる支援。

施設内・施設外と幅広い経験の中で、豊かな人間性、道徳性、たくましく生きる力と知恵を
育てる支援。

　・基本的生活習慣の積み重ねを大切にする。

年間支援課程

支　援　目　標

指導員との信頼を深めよう

安定した継続的な支援を行う。

SSTを通して

　自分の気持ちを言葉で表すことができるように支援する。

人間関係・
社会性

地域支援・地域連携 自　己　評　価 ★自己評価の公表（年１回ホームページ）

環境・衛生管理

言語・コミュ
ニーケーション

　SSTを通して、自分をふり返り、今後の生き方を学ぶことができるように支援する。

後　　期
（ １０月・１１月１２月・１月・２月・３月 ）

仲間との絆を強めよう

　ボルダリング施設等の環境を活かすことにより、課題を克服し、自己肯定感を高められる支援を行う。

認知・行動

移　行　支　援

運動・感覚

　運動を通して、リズム感、柔軟性を養い体幹を鍛える。

本
人
支
援

健康・生活

評価・改善

職員の質の向上

主な行事等

～自分の思いをしっかり伝えよう～

★令和６年度年間支援目標

　清潔と病気の関係を知り、身体や身の周りを清潔に保つ。

　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　　令和8年4月１日作成

　ボルダリング施設等の環境を活かし、体幹を鍛え、思考力や判断力が身につく支援を行う。

子どもたち一人ひとりに役割があり、未来を担う宝として支え合いな
がら生きることができるように支援する。

　SSTを通して、自分の思いを伝え、相手の思いを理解できるように支援する

★ダニ、ウイルス対策用として強力な掃除機を導入して、清掃及び消毒を適切に行う。
★ウイルス対策により室内の換気の強化及び熱中症などに備え、室温の管理を適切に行う。

・幅広く対応できるように、指
導員が視覚障害者同行援護
者の資格や強度行動障害支
援者の資格を取得。
・支援についての職員ミー
ティングを前後ともに行い、
ベクトルを揃える。
・職員研修に自ら進んで参
加する。

　友だちとの会話を楽しむ力を身につけることができるように支援する。

横川駅は山陽本線、可部線や路面電車、路面バス等を結ぶ交通結
節点となっており、古くから都心と市北部地域を連絡する役割を果た
しています。横川駅周辺は、西区民文化センター、長崎病院等、公
共施設や教育文化施設、社会福祉施設、医療施設等が分布してい
ます。

（ ４月・５月・６月・７月・８月・９月 ）

前　　期

子ども達が安心して過ごせる環境を作りながら、子どもの自発性を大切にした支援。

苦情解決責任者である管理者の下に苦情解決担当者を決め
ている。全職員で共通理解をする。

　ＳＳＴを通して、コミュニケーション力をみがく。

営業時間　　　月曜日～金曜日１２：３０～２０：００　土曜日８：３０～１４：３０ 送迎実施の有無　　　　　有　　　　　　　無

支援にあたり知り得た個人情報は、正当な理由なく漏らしては
ならない（児童福祉法等を遵守する）。

日頃から、保護者や地域の方々と交流を図り、一方的な『説
明』ではなく、納得できるような説明をする。

指導員等は、発達支援の営みが子どもの人権を守るために法
的、制度的に裏付けられていることを認識し理解する。

地域の実態

自ら伸びる

　　・苦情処理、解決

　　・個人情報の保護

　　・説明責任

～子どもの力を信じて～

児童デイサービスゆうゆう横川

社会的責任

　支援プログラム

児童福祉施設として、障害をもつ発達期にある子どもに
対し、支援的働きかけを行う役割を果たす。

　  ・人権尊重


	令和６年NO！



